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The English Training Tour in Australia 
 
 
川 崎  正 美１） 
 
Masami KAWASAKI 
 
We carried out our first English training tour in Australia from 1st September to 14th this year.  I 
made up the plan very carefully and everything went according to the plan.  All the students were happy 
and the event was successful.  In this paper I looked over the event and analyzed this tour as a whole.  
The plan is appropriate, but there are some things to be changed to make this tour a better one.  
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 １．はじめに 
 2009 年 9 月 1 日から 14 日まで、本校学生 26 名参加の
第 1 回「オーストラリア英語研修ツアー」が実施された。
本論文は、本ツアーの今後の更なる発展のために、計画
段階から下見、事前指導、実施、事後指導などについて
の記録をまとめたものである。 
 
 ２．骨格の検討 
2009 年 2 月、次年度実施可能な海外英語研修の原案
を策定するよう、管理職から国際交流室に依頼があった。
4 月には告知活動を行い、参加希望者を募らなければな
らないため、多くの議論を経ている時間的余裕はない。
そのため、以下の観点から検討を行い、概要を策定する
こととした。 
(1)参加対象者、(2)期間、(3)日程、(4)費用、(5)渡航先、
(6)実施の目安、(7)宿泊先、(8)英語学校、(9)日本での指
導、(10)引率、(11)単位認定、(12)その他 
 (1)実際にどの程度の需要があるかの調査を行わずに
始めた企画であるため、学年を限定することは難しいの
で、全学年を対象とすることにした。また、申込者が多
数の場合に備えて、30 名を上限とし、それを超えた場合
は上級生を優先することも取り決めた。 
 (2)期間は金額と効果とのかね合いになるが、現地で英
語学校に通い、ホームステイをして家族と触れ合って英
語力をつけるためには、最低 2 週間は必要であろうと判
断した。 
 (3)期間を 2 週間とした上で、現地に到着した初日に、
翌日から始まる英語学校のクラス分けテストを行い、ホ
ストファミリーに引き渡し、最終日に全員がそろって飛
行場に向かうことのできる日程を組み立てた。この間、
博物館見学や港湾施設見学などのアクティビティーを取
り入れて、充実した行事になるよう工夫した。日程表は
図 1 に示した通りである。 
 (4)費用は、低いほどよいのは当然であるが、英語学校
の授業料や 1 日 3 食提供してもらうホームステイの費用
などがあるので、25 万円程度を目安にすることとした。
（実際には 263，000 円に落ち着いた。）また、ローン返
済も利用できるよう工夫した。 
 (5)渡航先の決定には頭を悩ませたが、治安の良さ、日
本（人）との関係、航空運賃、教育旅行に関する経験な
どを勘案して、オーストラリアとした。また、落ち着い
て学習できるように、大都市や観光地は避けて、ブリス
ベンとした。 
 (6)航空運賃の団体割引の関係で 15 名以上の参加が実
施の目安となった。また、企画の時点では想像もしなか
った新型インフルエンザの流行があり、この動向を踏ま
えて、7 月 28 日に学校としてこの行事を実施するかどう
かの最終判断をすることとした。この時点で行事を全て
キャンセルしても、キャンセル料は全く発生しないから
である。実際、いったんはお金を払い込んだものの、家
庭の事情により 7 月末に参加をキャンセルした学生は、
全額返金されている。 
  
 
 (7)前にも述べた通り、学生の宿泊先はオーストラリア
人の家庭とした。英語の学習のみならず、異文化の生活
を実際に体験することが学生にとって大切ではないかと
考えたためである。また、学生同士が甘えないように、
1 家庭に 1 学生が滞在することとした。中には複数の学
生を受け入れているファミリーもあるが、本校の学生ば
かりでなく、他の日本人が入らないようエイジェントに
依頼した。 
 (8)英語学校は、歴史が長く信頼できる学校で、なるべ
く 1 クラスの人数が適正で、複数の本校学生が同一クラ
スにならないよう、ある程度規模の大きさが要求される。
12~3 名の多国籍の学生でなるクラスで、英語のみなら
ず人として必要なコミュニケーション能力を養ってもら
いたいためである。こういった観点から Sarina Russo
を選択した。また、修了証を発行してもらうこととした。
図 2・3 は修了式で、学生が校長から実際に頂戴した
Certificate の見本である。 
 (9)参加者説明会の他に、旅行やホームステイに必要
な英語やオーストラリアの基本的な知識を身につけさせ
るために事前学習を行い、事後にもまとめのための時間
をとって、レポートを提出させることとした。 
 (10)引率の人数は多いほど安心であるが、予算とのか
ね合いもあるので、最低限の 2 名となった。 
 (11)事前や事後に相当時間の英語の補習を行い、現地
においては英語学校での授業は言うに及ばず、ほとんど
24 時間英語を学習する環境に身を置くわけであるから、
学外修得単位として認定するよう学校側に働きかけたが、
今年度は見送られることとなった。 
 (12)その他、行事実施前、実施中の学生や引率教員の
怪我・病気などに対する対応について十分検討を加え、
「危機管理マニュアル」を作成した。これはかなり完成
度が高いものなので、ほとんどこのまま来年度以降引き
継がれることになるだろう。 
 
３．告知活動 
 4 月始業と同時に、クラス担任の先生方に各クラスへ
ポスターの掲示と同時に簡単な説明をお願いした。外国
語科の先生方には更に詳しい資料をお渡しして、各担当
授業クラスでの告知をお願いした。その他質問のある学
生に対してはそれぞれのキャンパス担当教員が対応した。
保護者に対しては、校長名の案内文書を学生を通じて届
けることとした。保護者からの質問に対しては、両キャ
ンパスの窓口を一本化することとして、今回は品川キャ
ンパス在籍の国際交流室長が担当することとした。様々
な問い合わせに対して、解答に矛盾が生じないように配
慮したものである。実際多くの問い合わせがあり、この
やり方は非常に効果的であった。 
 
４．説明会 
 学生、保護者からの個々の問い合わせに対して対応す
るのとは別に、興味のある学生と保護者に対して 5 月 9
日(土)に説明会を行った。この説明会では旅行取扱業者
の紹介と、大まかな日程、参加費、保険の費用などの説
明を行った。荒川・品川両キャンパスからほぼ同数ずつ
合計 40 名ほどの参加者があった。参加者はほぼ全員行事
への参加を前提としているようだったので、この時点で
実施の実現性が強く感じられた。活発な質疑応答があり、
3 時間程で会は終了した。 
 5 月末に参加申し込みを締め切ったところ、荒川・品
川両キャンパスからほぼ同数ずつ合計 35 名の申し込み
があった。全員参加を認めたかったのだが、第 1 回目と
言うこともあり、当初前提通り 30 名以下の人数に調整し
なければならない。始めから上級生を優先させると通知
しておいた通り、心苦しかったが、7 名の 1 年生には今
回はご遠慮いただき、参加者を 28 名に絞り込んだ。 
 この 28 名の学生と保護者に対して、6 月 27 日(土)に説
明会をもった。オーストラリアでも新型インフルエンザ
が流行している状況を踏まえて、行事を実施するかどう
かの学校としての最終判断は 7 月 28 日(火)になされる
（キャンセル料が一切発生しない）ので、その時点では
実施を前提に必要な事務手続きを粛々と進めるとお話し
して会を始めた。旅行取扱業者からパスポート取得に関
してやホストファミリー選定に関しての必要な手続きを
行った。学生・保護者からは、現地での生活についてい
くつか具体的な質問があり、気分が尐しずつ盛り上がっ
ていることが実感された。 
 
５．実地踏査 
 当初の計画では 5 月に行う予定であった実地踏査は、
新型インフルエンザの影響で延期されたが、6 月 8 日(月)
から 12 日(金)にかけて、実際の引率が予定されている教
員 2 名によって行われた。 
 ブリスベンでは天候にも恵まれ、本隊で学生が学習す
る予定の英語学校や、学生が訪問する予定のいくつかの
施設を訪れ、貴重な現地情報を手に入れることができた。
また、Sarina Russo では修了証の発行と同時に、学生個々
の学習状況について担当教員からコメントを出してもら
うことも、この実地踏査で取り決めることができた。図
4 はその progress report の見本である。 
 
６．事前指導 
事前指導は 8 月 8 日(土)、9 日(日)、22 日(土)、23 日(日)、
31(月)の 5 日間に渡って行われた。内容は以下の通りで
ある。 
  
 
8 日(土)、9 日(日)は午前 9 時から 12 時まで、出国から
帰国までに必要な旅行英会話の学習を、自主作成教材を
用いて行った。英語と同時に、税関や機内で必要な知識
も身につけさせることができた。また、学生の健康状態
を把握するために、本校品川キャンパスで学校行事を行
う際に使われる「問診票」を用いて、参加者全員に対し
て調査を行い、必要な学生については学校医によって診
察を行ってもらうこととした。 
 22 日(土)、23 日(日)も午前 9 時から 12 時まで 3 時間ず
つを費やした。22 日は自主作成教材を用いて、ホームス
テイに必要な知識と基礎的英会話の学習を行った。ホテ
ルなどの宿泊施設とは異なる環境であるので、異文化の
家庭に滞在する上での注意事項は、学生に十分理解させ
ておかなければならない事柄である。この点にはかなり
気を遣って指導した。また、学生がお世話になるファミ
リーのデータもこの日に学生に渡すことができた。23 日
は予備日としていたため、オーストラリア関連の DVD
を見せて終了した。 
 31(月)は出発前日で、学生の準備状況や体調の最終チ
ェックの位置づけとした。両キャンパス看護師の先生か
ら健康管理についての話をしていただき、翌日成田での
集合時間・場所などの確認をして、早めに終了した。 
 
７．行事実施 
1日(火)、19時集合としていたが、それより大分早く来
ている学生も何人かいたため、順次搭乗手続き始めをさ
せた。全員が手続きを終了した19時30分に再集合し、保
険などの説明を添乗員にしてもらい、校長から激励の訓
辞を頂いた。その後搭乗ゲートに向かった。ちなみに、
学生主事や担当事務の方が見送りに来て下さり、集合や
チェックインの際の学生の交通整理にあたって下さった。
引率者は自身の出発手続きもしなければならないため、
この点は、大変助かった。セキュリティーチェック、出
国手続きなどの要所に引率・添乗員を配置して学生の手
助けにあたった。21時28分（日本時間）離陸。機内では
あまり眠れない学生が多いようだった。 
2日(水)、07時04分（豪時間）着陸。手荷物検査、入
国手続きに際し、ここでも要所に人員を配置して学生の
手助けにあたった。全員を集合させ、バスに乗り込み、
スケジュール通りMT. Coot-tha展望台に到着した。飛行機
を降りたときから乗り物酔いの症状を示していた学生が、
ここで一番つらそうだったが、高台で新鮮な空気に触れ
て、だいぶ快復した。15分ほどブリスベン市街の眺望を
楽しんだ後、Lone Pine Koala Sanctuaryに移動した。こち
らでは2時間ほど時間をとってコアラやカンガルーなど
の動物たちとゆっくり触れ合うことができたので、乗り
物酔いは完全に解消されたようだった。 
 10時過ぎに出発し、Sarina Russo英語学校に到着。7階
ホールに荷物を置かせて頂き、Queens Street Mallにある
フードコートで各自昼食をとらせた。ここで初めて英語
で食べものを注文することになるのだが、苦労しながら
もそれぞれ食べ物を手にいれ、おいしそうに食べていた。 
 再び学校に戻り、Jane校長の挨拶の後、学校について
の説明が行われた。その後、翌日から始まる授業のクラ
ス分けテストが行われた。リスニング15分、文法15分、
リーディング20分、ライティング25分のテストの後、全
般的な施設案内があり、その後グループに分かれて、ス
ピーキングのテスト、キャンパスツアー、ホストファミ
リーの確認などが行われた。また、学校としての予定表
（図5・6）も配布された。 
また、早速（図7）に示したような宿題が課された。
この宿題は、翌日までにファミリー内の約束事などを聞
いてくるように指示してあるもので、学生が受け入れ先
のファミリーとうまくなじめるように工夫されている、
素晴らしい「宿題」であった。そのうちファミリーが迎
えに来て、一人また一人と連れられていき、4時半ころに
は全員引き取られていった。 
3日（木）、8時00分学校の地下カフェテリアで学生の
点呼、状態チェック、毎朝提出させることにしていた日
誌の回収。以降、平日は毎朝8時からこの場所で点呼を行
うことになる。心配していた最初の通学だが、交通渋滞
で何人か遅刻した以外は、ほとんどが8時過ぎには集まっ
てきた。緊張しながらも、昨夜はよく食べ、よく休んだ
ようであった。体調不良者は一人もおらず安心した。乗
り物酔いをする学生も、ルームメイトの外国人尐女と話
しながら通学してきたので、フェリーに乗ったにもかか
わらず、乗り物酔いは全くなかったそうである。前日学
校から渡された宿題は、全員が済ませてきていた。頼も
しく思えた。ランチのお弁当は、それぞれ内容に違いは
あったが、それなりにしっかりしたものを作ってもらっ
てきていた。家にランチを置き忘れたという学生が一人
いた。自分で買わせ、帰ってから置き忘れたことを謝る
ことができるよう英語を教えておいた。 遅刻者は数名
いたが、これは夜のテレビニュースにもなった交通事故
による大渋滞が原因であるので、特段問題なく全員が授
業に出席した。 
なお、この朝の点呼は、緊張を強いられている学生に
とって、仲間と顔を合わせ、ほっとできる貴重な時間と
なっていることが後で判った。参加者の誰一人ホームシ
ックにならずに済んだのは、この時間によるものも大き
かったと思われる。また、引率にとっても、今後の予定
を学生に連絡できる貴重な時間であり、これをスケジュ
ールに載せたのは画期的なことであった。これから平日
は8時30分から授業が始まり、午前中にReadinng、
  
 
Grammar、Speakingの授業を1時間ずつ行い、12時に終了
するというパターンが続く。 
この日は13時に学校前に再集合し、レベッカ先生によ
る英語のガイドで、ブリスベン市内を見学した。先生の
説明はまだ学生にはほとんど聞き取れない状態だったが、
ところどころ通訳して手助けしてやった。15時終了。付
近の地理情報は十分得ることができたと思われる。 
登校するときはファミリーに送ってもらい、帰りは自
分で帰るようにいわれ、その方法も教えてもらっていた
はずなのに、理解が不十分で、帰り方が分からない学生
が6名ほどいた。学校に連れて戻り、スタッフの方に教え
ていただき、それぞれ一人で帰宅させた。 
4日（金）、オーストラリアの乾燥した気候で、アトピ
ーが悪化した学生がいて、持参した薬を自分で塗ってい
た。この日は午後のアクティビティーがないため、12時
から門限までは各自自由行動となる。Mallで買い物をす
る学生とSouth Bank（博物館、人工ビーチなどがある）
を訪れる学生がいるので、引率、添乗員で手分けして4
時過ぎまで付近を巡回した。 
5日（土）、6日（日）、両日とも引率と添乗員は9時頃
から16時過ぎまで市内を巡回した。筆者は10名ほどの学
生と市内で遭遇した。そのうち6名はグループで行動して
おり、飲料水を安く売っている店を教えてやった。ステ
イ先のお父さんに連れられて市内を散策している学生に
も出会った。学生はまだかなり緊張しているようで、す
ぐそばに来るまで気づかないのだが、目と目が合ったと
きのほっとした表情はいまでも忘れられない。このよう
な形でも、外国ではかなり学生の力になってやれるので、
巡回していてよかったと感じた。それほど大きな町では
ないので、巡回中に学生と会う確率はかなり高い。 
7日（月）、遅刻者が6名ほどおり、心配したが、原因
は①月曜の交通渋滞、②所定のバス停で降りることに失
敗した、③北と西のバス路線がストを行っていた、の三
つで、最大45分遅れで全員が授業に出席した。全線スト
の場合は事前通告があるそうなのだが、一部路線ストの
場合は通告なしで突然行われるのはこちらでは普通のこ
とだそうだ。来年度本研修が実施されるなら、参加学生
には教えておいてやるべき情報の一つだと思った。 
午後は再びレベッカ先生の案内でQueensland工科大学
とそれに隣接する植物園を尋ねた。大学では職員のクレ
アの案内で校内を見て回ったが、図書館やプール、食堂
など一般的な施設案内ばかりだったので、実験設備は見
られないかとリクエストしたところ、授業中ということ
で無理であった。次回は事前にアポを取っておくべきで
あろう。学生数 4,000 人を抱える大学なので、内容が充
実していることは伺えるのだが、この大学と高専とで何
ができるのかを考えてから次回また訪れたいと感じた。
これに関しては専門学科の教員に考えてもらわなければ
ならないテーマであろう。広大な敷地に、ゆったりと施
設が配置され、多国籍の学生が行きかっている光景を目
の当たりにして、非常にうらやましく感じられた。本校
学生も触発されたようだったが、この大学への進学は
TOEIC 換算 550点以上の英語力と半年 100万円を超える
授業料が大きな障害となるであろう。 
 その後、境を隔てる柵すらない状態で隣接する植物園
を散策した。途中で現地の若者グループと出会い、肩を
組んで記念写真を撮ったりした。オーストラリアでは小
学校でアジアの言語をひとつ選択して学習するので、中
には「こんにちわ」、「さよなら」などのフレーズを知
っている女子がいたりなどして、ちょっとした楽しい文
化交流が行われた。16 時にシティに戻り、解散した。 
8 日（火）、朝から快晴。非常に日差しが強い。この
天気はこれから１週間続くという予報なので、帰国まで
雤の心配はないようである。交通渋滞などで 2 名の遅刻
者がいたが、全員元気である。中にはいつもの夕食に不
満があったため、「パスタかピザが食べたい」と話した
ところ、昨日の夕食はピザが出て、とても嬉しかったな
どと話す学生もいた。海外での生活では、思っているこ
とをきちんと表現することが大切だと指導してきたこと
が形となって現れ、筆者もうれしく思った。 
 午後はブリスベンの港湾施設見学を行った。バスでは
日本人ガイドのアミさんが日本語で説明して下さり、現
地に着いてからは港湾会社（港の施設はブリスベン市で
所有している）のピーターさんのガイドで英語の説明を
受けた。ピーターさんはゆっくりと標準的な英語で話し
て下さったので、学生たちの反応も良好だった。ホール
に通され、ピーターさんの自己紹介の後、12 分ほど広報
DVD 見てから、バスで港内を視察した。荷物の積み下ろ
しなどほとんどの作業がコンピュータ制御されていて、
日本からの輸入車がずらりと並んでいる広大な駐車場や、
日本へ輸出する膨大な量の石炭の山などを目の当たりに
して、日本とこの国の関係の深さを実感することができ
た。実際こちらで走っている車のほとんどはトヨタ、日
産、三菱、スズキである。また、ブリスベン港の輸出入
量のわずか 2％がヨーロッパ相手で、それ以外のほとん
どはアジアが相手だそうで、日本はアジア第 3 位の貿易
相手国だそうである。日本向けの石炭を満載して 20 両以
上もつながって港に向かって走っている貨物列車と帰り
のバスがすれ違ったときは壮観だった。車に弱い学生は
辛そうにしていたが、無事行事を終えた。 
9 日（水）、遅刻者がいなかったのはこの日が初めて。
午後、学生はフリータイム。ほとんどが市内見学をする
ということだった。チャイナタウンに行く学生も尐数い
たので、引率、添乗員手分けした巡回にあたった。チャ
  
 
イナタウンは規模が小さく、しかも中心を走る道路が工
事中だったため、学生たちはさしたる収穫もなく、大体
は市内見学をしたようである。特に、水曜日のみに開か
れるフードマーケットは野菜、果物、生肉、ケーキ、チ
ーズ、お菓子、ヨーグルト、ホットドッグなどバラエテ
ィ豊富なお店が 100 件前後開店しており、こちらを訪れ
た学生は楽しんでいたようだった。 
夜は Sarina Russo の校長のジェーン先生、日本人職員
のヨシさんと我々で夕食会を行った。3 時間くらい楽し
く時間を過ごした。ジェーンさんのお話によると今回の
26 人の学生について悪く言う教員は誰一人としていな
いとのことだった。決してお世辞ではなく、これまで日
本人を含めていろいろな外国人を受け入れてきて、みな
熱心な方の部類に入るとのことだった。先生方も本校学
生に好感を持ってくださり、金曜日の修了式に参加した
い（教員は強制参加ではない）と校長に申し出る先生方
もいるとのことだった。 
10 日（木）、本日は何クラスか授業参観をした。2 時
間目の文法と 3 時間目の会話のクラスをいくつか見せて
頂いた。全部で 6 クラスほど見て回ったのだが、13 名程
のクラスで最大 5 名の本校学生が一緒になっていた。本
校参加者のほとんどが初級に分類されるため、仕方ない
ことだと思われる。文法は前置詞の使い方を教えていた。
これは当然日本で学習済みのはずなのだが、後で学生に
尋ねたところ、とても役に立ったとのこと。本校 1～2
年生の英語の授業のどこかで前置詞のまとめをする必要
があると感じた。会話の授業はニュージーランドについ
て知っていることを話すという内容だった。いろいろな
国籍の学生の中で本校学生もがんばっていた。 
 午後はアクティビティーとして Queensland 博物館、美
術館を見学した。美術館は現代アートを展示しているの
だが、アボリジニアート風の作品にはハッとさせられる
ものがあった。博物館はオーストラリアの自然、文化、
歴史などについて音響や映像をうまく使って、わかりや
すく展示していた。学生の反応も良好であった。 
9 月 11 日（金）、早最終日である。午前中の授業終了
後、引き続き 12 時から校長も出席して Graduation 
Ceremony が行われた。その後場所を移してパーティー。
半数ほどのお父さんお母さんが参加してくださり、感動
的で楽しいセレモニーが行われた。1 時半頃終了し、翌
日の練習なのか、ブリスベン川上空をジェット戦闘機が
超低空飛行するというので、10 名ほどの学生と見物に向
かう。日本ではとても考えられないような低空で飛来し
た戦闘機の轟音に一同大いに驚かされた。 
9 月 12 日（土）、8 時 20 分に集合して Springbrook 国
立公園（世界遺産）に向かう。2 時間ほどかけて現地に
到着し、Lookout からの南半球最大の広大なカルデラ地
形の眺望を楽しんだ後、2 ㎞ほどのハイキングに出発し
た。途中ガイドから地形や動植物の説明を受けながら 1
時間半ほどかけて出発点に戻り、昼食をとった。世界遺
産に登録されている自然の中に身を置いて、学生たちは
それぞれ得難い体験をした感慨にふけっていた。ツアー
終了後、世界遺産の”Gondwana Rainforest of Australia”を
訪れたという証明書が参加者一人一人に渡されたが、こ
れも思い出に残る出来事であった。 
帰りは途中ゴールドコーストで 1 時間ほど時間をとり、
午後 5 時半にブリスベンに戻った｡19 時からシティファ
イアーと呼ばれる大きな花火大会があるため、学生たち
は事前にファミリーと相談しており、家族と一緒に、あ
るいは個人で、または何名かで連れ立って花火見物に出
かけていった。花火はジェット戦闘機の超低空飛行を合
図に開始され、1 時間ほど夜空を焦がして終了した。本
ツアーの最後を飾る素晴らしい演出になった。 
9 月 13 日（日）、予定通り、14 時頃から三々五々ファ
ミリーに送られてきた学生がホテルに集合。全員がそろ
ったところで本研修の感想文の用紙を渡し、記入させた。
ツインルームの使用法を説明した後、夕食まで自由時間
とした。 
 18 時、ホテル近くの日本人が経営するラーメン店でそ
ろって夕食。ここの評判はあまりよくなかったので、来
年は改善する必要があるかもしれない。明日は出発が早
いので（6 時予定）、早く床につくよう指示して解散した。 
9 月 14 日（月）、案の定、寝坊による遅刻者が数名い
たが、6時 15分ホテルを出発。30分ほどで飛行場に到着、
搭乗手続きの後、30 分遅れの 9 時 15 分、離陸。17 時（日
本時間）、成田に着陸した。出迎えにお出で下さった学生
主事と合流。学生主事、引率、添乗から学生に話をして
解散した。 
 
８．事後指導 
 事後に行事全体を振り返って、今後に生かす機会を設
けるため、事後の指導日を設けようと考えたが、夏期休
業中の授業等と重なり、実施することはできなかった。
ただし、2・3 年生はオーストラリア政府観光局主催、オ
ーストラリア政府国際教育機構、財団法人日本修学旅行
協会、日本教育新聞社後援の「オーストラリア教育旅行
フォト＆エッセイコンクール」に応募することで、学校
に対する報告に代えることとした。4・5 年生も 2・3 年
生に準じた報告書を作ることとした。 
 
９．まとめ 
 学生から寄せられた感想文をとりまとめ、引率にあた
った教員の感想なども含めて、10 月に本行事に対する国
際交流室としての総括を行った。 
  
 
 外国で一定期間暮らすことによって、広い視野をえて、
学生の人格は大きく変化した。英会話をスムースに行う
ために必要な、国際人としての基礎を参加学生たちは身
につけることができた。また、今後の英語学習に対する
動機付けともなった。オーストラリアに永住したいなど
と言い出す学生が出るほど、オーストラリアの人々との
交流にも成功した。大成功裏に終わった本ツアーである
が、来年度第 2 回目の実施に向けて、改善すべき点が何
点かある。以下、問題点を列記する。 
(1)本論でも述べたが、学外修得単位認定について今回
は見送ることになった。国立高専の実績なども踏まえて、
単位認定は是非認めてもらいたいところである。 
(2)本研修旅行は、どうしても 9 月実施とせざるを得な
い。夏期休業中に行われる授業など（第 4 学年の東京工
学、第 3 学年の集中講義、インターンシップ）との事前
の調整が必要であった。今回は管理職、教務室の厚意で
個々の学生に適切に対応することができたが、今後は更
に慎重な日程調整が必要である。また、学校行事が重な
る可能性がある点については、事前に学生・保護者に通
知しておく必要があった。 
(3)今回、参加希望者は事務の窓口に直接応募書類を提
出することにしたので、応募の時点では担任のチェック
が利かなかった。やはり担任は応募の時点から学生の動
向を知っておくべきだと思われるので、この点でも改善
が必要である。 
最後になるが、本行事を企画、実行するに際して、多
くの教職員の皆様からご助言、ご指導、ご支援を頂いた。
本紙上をお借りして心から感謝申し上げる。 
 
（図 1）日程表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 2）Certificate の表面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 3）Certificate の裏面 
 
 
 
 
 
 
（図 3）Certificate の裏面 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
（図 4）Student Progress Report 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 5）予定表 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 6）予定表 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 7）最初の宿題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
